
��の気性とエネルギー�れる�しい理事�の�さんの

リーダーシップのもと、国���や研���といった

�たな�野にも��的に挑戦してまいります。

立場、��の�いから⽣まれる��を、当事者への�元を

�識し、��の⼒でエネルギーに�えられることが、

AYA研の�晴らしさです。
AYA研の活動を��する各�員�は、�則として

�者��者も�めた形で⼤幅にメンバーも�やし、��な

バックグラウンドを持つ�ぶれがそろいました。

これからどんな����が�きるのか、

�しみにしていますが、�型コロナ�も�し落ち�きを

⾒せてまいりましたので、オンラインだけでなく、

ぜひ�⾯での活動も�やしていきたいところです。

�員の��にはこれまでのご理�とご�援に��する

とともに、AYA研の活動にぜひご��いただき、
�憚のないご�⾒を賜れれば�いです。

どうぞよろしくお願いいたします。
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�査・研��員�

⼀��団�� AYAがんの�療と�援のあり�研��
理事� �� 千佳�

AYAがん領域の研�活動を��するための
�査や研�を⾏います。

現在、AYAがんの�療��やニーズの�査、
研�の動向�査、レジストリの構築など

�体的な活動内�について、10�の�員で��中です。
研�成果をわかりやすく��する活動や

�員向けの研�相��援も⾏っていく予�です。

倫理�員�

���員�

�しい体制になって、

�・量ともに落ちたと�われな

いように気を�き�めて、

�員の��のご�⾒も�映しつ

つ、�に、幅�い�野の論�や

�告を��できるように�めて

まいりたく思っております。

��した内�の���は�員の

��をつなぐツールと思ってお

ります。��からのご��をお

待ちしております。

2022年度から�たに��された�員�です。
当事者・��、�療者、��者、�援者、��など、

AYA�代の当事者にかかわるすべての�たちが、
時と場�を�ばず、共に協働して未来を作り上げることを

⽬指す団体として、お�いを⼤切に尊重し�う

「倫理」について、�めて�えてみたいと思います。

「倫理」を�えるべき�しい局⾯に、

これから気づくことがあるかもしれません。

�年は、まず�員�として何ができるか、頭を柔らかくし

て、AYA�代を主�にした倫理を�えたいと思います。 
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���員� �員��古井 辰郎
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AYA研の情�もぜひご��ください�

AYA研HP



財��員�

利�相��員�

利�相��員�は、

AYA研の利�相�状�を�切に
マネージメントすることによ

り、AYA研�員の⾏う研�や�
発活動が、中立性と��性を

保った状�で�正に⾏われ、

その��的責�を果たしてゆけ

るようにすることを

⽬的として活動しています。

AYA研の活動を�える
�の下の⼒持ちとして

��りたいと思います。

���員�

��員�では、

�者さん・ご��・�療従事者

が⼀体となって、��の活動を

��して発�する場である��

��のプログラムを、

たゆまず��させていくことを

ミッションとしております。

ぜひ、⽇�の��を�じて

お気づきの�⼒的なテーマが

ありましたら、

�時、ご��ください��

���員�では、AYA研を�療従事者や
⼀�の�へ知っていただく活動をしています。

�員向けのメールマガジンの配�、

ホームページやSNSの��や�理、イベントの��、
1年間の活動を年�というかたちで制作しました。

AYA研を�さんに知っていただける⼯夫を
これからも⾏っていきたいと思っています。

��・プログラム�員�

��・研��員�
��・研��員�では

「AYA�代がんサポート研�
�」等�くの�びの場を��し

ています。知識を得るだけでな

く、「�⾓的な�え�を知る」

ことや、��にも活かせる「�

�者らをつなぐ」場づくりを⼤

切にしています。

�々な�種・立場を背�とした

��者にとって有�義で、

「�しく�び、つながれる」

��をこれからも提供して

いきたいと思います。

�����員�

当�は、AYA�代のがんに�する�療と�援の向上に
�わる��団体、がん�者とその��並びに

⼀���との��を�ることにより、

AYA研と��との��を��することを⽬的としてます。
�までのピアサポート活動に�えてLINEアカウントの��
等から、より�さんと�がる��や�え�う場�を

作っていきたいと思っております。

���員�

���員�では、�員�理や�利に�することを中�とした

��を事�局と協⼒しながら⾏っています。

2022年度からは���員�メンバーが�えます。
円滑なAYA研の活動をサポートできるよう、

⼒をあわせて�り�みます�

国����員�は、��国の��や�援団体との�流、

共同研�の��をめざし、

2022年度より活動を開�いたします。
�員の��への情�発�に�めると共に、

さまざまな国�活動を�してAYAがんの�療と
�援の�の向上をめざしていきたいと思います。

�さまのご��をお待ちしております。

国����員�

AYA がんの�療と�援のあり�
研��は、��活動、

��活動、���発�び

�材�成等を⾏うことにより、

我が国の思�期・若年成�がん

領域における�療と�援の

向上に��することを

⽬的としています。

この活動が前に�んでいけるよう

�員��と�金�得�

�もお金も�頼も

「�金と�⽤」にがんばります�
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国����員� �員���� 晶�

 

���員� �員��津� ��

 財��員� �員��橋� 久��

利�相��員� �員��川井 �

 

賞等���員�

�年度��に５�の�員で活動を開�しました。

AYAがん領域の研�や��・�発・�援活動の助成制度
や優れた研�・活動を�える��制度を��し、

��者・団体を��することが主な��です。

�年度中に体制を�えて、�員の��の研�や

�援活動を�援していく予�です。ご期待ください。

賞等���員� �員���� �三

 


